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鍾
馗
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
夢
に
現
れ
邪
気
を
払
い
、皇
帝
の
病
を
治
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

草
雲
美
術
館
で
、五
点
の
鍾
馗
図
を
８
月
１６
日
ま
で
展
示
中
で
す
。

「
鍾
馗
図
」田
﨑
草
雲
筆

個人蔵（草雲美術館寄託）

足利法人会
だより

子
曰
、
君
子
泰
而
不
驕
。

小
人
驕
而
不
泰
。

し
　
い
わ
く
、
「
く
ん
し
は
　
ゆ
た
か
に
し
て
　
お
ご
ら
ず
。

し
ょ
う
じ
ん
は
　
お
ご
り
て
　
ゆ
た
か
な
ら
ず
。
」
と
。

孔
先
生
が
言
っ
た
。「
学
問
も
人
柄
も
、と
も
に
す

ぐ
れ
た
君
子
と
言
わ
れ
る
人
物
は
、心
ひ
ろ
く

ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、し
か
も
、得
意
に
な
っ
て
い

ば
ら
な
い
。学
問
も
徳
性
も
な
い
小
人
と
言
わ
れ

る
人
物
は
、得
意
に
な
っ
て
い
ば
り
、心
が
せ
ま
く

こ
せ
こ
せ
し
て
い
る
。」

通 

釈

（
子
路
第
十
三
㉖
） 

史
跡 

足
利
学
校「
論
語
抄
」よ
り

論 

語 

抄

し
ょ
う
き
ず



令
和
3
年
度

税
制
改
正
提
言
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（要
望
書
）

あなたに語る心の言葉

　
会
員
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た「
税
制
改
正
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」を

踏
ま
え
て
、令
和
３
年
度
の
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、昨

今
の
景
気
に
お
い
て
は
悪
く
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
悪
化
す
る
と
考
え
て
い
る
企
業
経

営
者
が
多
数
占
め
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

社
会
保
障
制
度
や
消
費
税
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
、多
数
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、税
制
改
正
に
関
連
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
、

去
る
６
月
26
日
の
通
常
総
会
に
報
告
し
、今

後
、関
係
機
関
等
に
要
望
書
を
提
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、「
地
方
経
済
と
中

小
企
業
の
活
性
化
」、「
財
政
健
全
化
と
行

政
改
革
」、「
社
会
保
障
制
度
の
改
革
」、「
税

の
あ
り
方
と
つ
か
わ
れ
方
」、「
当
面
の
税
制

改
正
要
望
」の
５
項
目

に
整
理
し
、取
り
ま
と

め
ま
し
た
。詳
細
は
、

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
総
会
議
案
書
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「にんげんだもの」より

故相田みつを氏の妻千江さん（享年９２歳）は、令和２年６月１６日ご逝去されました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。
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令
和
２
年
６
月
２６
日
足
利
法
人
会

第
９
回
通
常
総
会
開
催

　
公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会
は
、去
る
６
月

26
日（
金
）に
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
、午
後
３

時
か
ら
、第
９
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、ご
来
賓
の
招
待
を
見
合
わ
せ
、会
長
表
彰

式
は
中
止
し
て
短
時
間
で
の
開
催
と
し
ま
し

た
。ま
た
、懇
親
会
に
つ
い
て
も
、今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、今
泉
総
務
委
員
会
副
委
員
長
の
司

会
で
、出
席
者
５１
名
、委
任
状
９
３
８
名
で
定
款

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
が
成
立
し
た
旨

の
報
告
の
後
、柳
田
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、板
橋
会
長
か
ら
、年
明
け
か
ら
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。今
後
に
つ
い
て
も

予
測
が
難
し
い
状
況
だ
が
、会
員
同
士
協
力
し

こ
の
局
面
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
法
人
会
の
今
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
実
施
で
き
て
い
な
い
が
、9
月
の
Ｍ
Ｄ
部
会

創
立
４０
周
年
記
念
事
業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
、事
業
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、会
報「
足
利
法
人
会
だ
よ
り
」8
月
号

と
一
緒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
す
。当
会
の

事
業
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、検
討
い
た

し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
の
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、６
年
ぶ

り
の
５０
社
超
の
５９
社
が
入
会
さ
れ
た
。特
に
組

織
委
員
会
、Ｍ
Ｄ
部
会
役
員
、福
利
厚
生
協
力

３
社
の
推
進
委
員
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
に

対
し
、改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
会
員
の
退
会
増
加
が
想
定
さ

れ
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
更
な
る
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
旨
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、議
長
に
板
橋
会
長
を
選
出
、議
事
録

署
名
人
に
は
、柳
田
常
任
理
事
及
び
小
泉
常
任

理
事
を
指
名
、両
人
と
も
こ
れ
を
承
諾
し
、議

事
に
入
り
ま
し
た
。

２
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
の
報
告

令
和
３
年
度
税
制
改
正
提
言
の
報
告

元
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
の
承
認

　
ま
ず
、「
第
１
号
報
告
　
令
和
２
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
報
告
　
令
和

２
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明

の
後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、終
結
し
ま
し

た
。次
に
、「
第
３
号
報
告
　
令
和
３
年
度
税

制
改
正
提
言
に
つ
い
て
」も
、説
明
の
後
、特
段

の
質
疑
等
も
な
く
、終
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
議
案
　
令
和

元
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明

の
後
、会
計
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、代
表
し

て
石
橋
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、挙
手
に

よ
り
採
決
し
た
結
果
、両
案
と
も
案
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、司
会
者
か
ら
、会
員
増
強
運
動
功
労

者
５
名
、福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者
４
名

の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。後
日
、会
長
に

よ
り
感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、全
法
連
功
労
表
彰
者
２
名
及
び
県
法

連
功
労
表
彰
者
１
名
の
受
賞
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、菅
谷
足
利
税
務
署
長
か
ら
の
祝
辞

や
祝
電（
３
通
）の
披
露
が
あ
り
、田
部
井
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
9
回

通
常
総
会
結
果

挨拶をする板橋会長

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
を
承
認

足利税務署幹部の人事異動
＜転 入 者＞ ＜転 出 者＞

職　名課・部門 旧　所　属氏　名
署 長

課 長

統 括 官

総括上席

統 括 官

統 括 官

総 務

管理運営

管理運営

個 人 １

法 人 １

署 長

課 長

統 括 官

総括上席

統 括 官

統 括 官

総 務

管理運営

管理運営

個 人 １

法 人 １

桐原　次弥

野島　　稿

齋藤　敏彦

藤原　葉子

小竹　幹男

長沢　伸浩

局調査査察部調査第一部門統括官

佐 渡 署 総 務 課 長

中之条署管理運営・徴収統括官

関東信越国税不服審判所総務係長

沼田署個人課税部門統括官

税務大学校関東信越研修所教育官

職　名課・部門 新　所　属氏　名

菅谷　祥生

中村　　修

大竹　正之

唐澤　康信

高久　宗典

北村　　豊

緑 税 務 署 長

局課税第ニ部法人課税課課長補佐

局 総 務 部 税 務 相 談 室

栃 木 署 総 務 課 長 補 佐

行田署個人課税第一部門統括官

川越税務署特別調査官（源泉担当）

令和2年　7月10日付
足
利
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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足利法人会だより 第154号　4

令和元年度　事業報告のあらまし

区　　　分
法　人　会
ＭＤ部会
女性部会

Ｈ31/4/1
1,735
60
36

 入　会 
59
14
0

退　会
65
2
4

R2/3/31
1,729
72
32

全法人数
3,583
̶
̶

加入率
47.3%
̶
̶

○ 法人税・消費税等の申告説明会［年４回開催］ 市民プラザ 出席者：142名 講師…足利税務署法人課税第１部門担当官
○ 改正税法説明会［２回開催］ 市民プラザ　　　出席者： 23名 講師…足利税務署法人課税第１部門担当官
○ 新設法人説明会 市民プラザ 出席者：　 7名 講師…足利税務署法人課税第１部門担当官
○ ｅ-Ｔａｘ利用研修会［元年１月２5日（金）］ 足利税務署 出席者：　 3名 講師…足利税務署法人課税第１部門担当官
○ 租税教室講師派遣［年12回開催］ 市内小学校12校 出席者：712名 　

❶ 「国政の健全な運営の確保に資することを目的とする事業（認定法別表１８号事業）」

◯ インターネットセミナーの受講推進（ＨＰからのアクセス） 月770回程度
◯ 企業の税務コンプライアンス向上のための取り組み説明（年4回） 142名
◯ 一般公開講演会［年3回］（「労務トラブルの事例とその対策セミナー」、「消費税の軽減税率制度について」、
　「企業における役員個人に対する損害賠償請求の現状とその対処法」）   75名

❷ 「地域社会の健全な発展に資する事業（認定法別表１９号事業）」
（１）地域企業の健全な発展に資する事業

（１）税知識の普及を目的とする事業

◯ 広報誌（法人会だより）発行 　  ［年４回発行］
◯ ホームページの更新　  ［随時］　　
◯ 納税表彰式（足利納税７団体共催）  友愛会館 出席者：　　 4名
◯ 「税を知る週間」（税を知って楽しい一日） 友愛会館 出席者：　　 7名
◯ 第8回絵はがきコンクール募集・審査・表彰・展示 応募作品：210点
◯ 広報委員会　  ［年4回開催］ 出席者：　  22名
◯ 足利納税推進協議会理事会　  ［年4回開催］ 出席者：　　 3名

（２）納税意識の高揚を目的とする事業

◯ 税制改正アンケート調査（全法連・県法連 各１回） １53名
◯ 全国女性フォーラム富山大会（絵はがきコンクール等） ２名
◯ 第３6回法人会全国大会三重大会（税制改正事項採択等） ３名

◯ 第３３回法人会全国青年の集い大分大会 4名
◯ 令和２年度税制改正要望書提出［元年１１月１２日］（市長・議長・教育長） 3名
◯ 関東信越国税局幹部と栃木県連役員との協議会 1名

（３）税制・税務に関する調査研究並びに提言に関する事業

■ 組織関係…会員・部会員の状況は次のとおりです。今後も会員増強に向けて努力してまいります。

◯ 優良映画鑑賞会  ［元年８月２８日］  市民プラザ・文化ホール   354名 上映映画：「ファインディング・ドリー」
◯ 高齢者疑似体験セットの贈呈 ［元年８月２８日］ 市民プラザ・文化ホール     １名 足利市社会福祉協議会に３セット寄贈…講習会用の器材として
◯ ボランティア清掃活動 ［元年１１月２日］ （織姫神社境内の清掃）   30名
◯ 新春特別講演会  ［２年２月５日］  市民プラザ・小ホール 229名 講師…落語家　林家 木久蔵氏　演題…「木久蔵流 笑うが一番」

（２）地域社会への貢献を目的とする事業

◯ 第8回通常総会懇親会（市民会館別館ホール） 81名
◯ 新年合同賀詞交歓会 84名
◯ 女性部会日帰り見学研修会 19名

◯各種事業を推進するに当たっては、通常総会（１回）、理事会（３回）、正副会長会議（５回）各委員会、ＭＤ・女性部会の役員会等
随時開催し、事業の円滑な推進のために協議検討を行いました。

◯ ＭＤ・女性部会合同研修会（講師：細波足利警察署長） 32名
◯ 県法連会員研修会（講師：池谷裕二氏） 22名
◯ 女性部会新春特別講演会（講師：菅谷足利税務署長） 57名

（１）会員交流及び福利厚生を目的とする事業
❸ 「その他の事業」（会議・管理関係等含む）

（２）管理運営に関する事業
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Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（1） 経常収益
 1　特定資産運用益
 2　受取会費
 3　事業収益
 4　受取補助金
 5　受取負担金
 6　雑収益
　　経常収益計　　Ａ
ii 経常外増減の部
（1） 経常外収益

科　　目 元年度決算 ２年度予算

（単位：円）平成27年度収支決算・28年度収支予算

Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（２）経常費用
 １　事業費
 ２　管理費
経常費用計　Ｂ
当期経常増減計（Ａ－Ｂ）
ⅱ 経常外増減の部
（1）経常外収益
（２）経常外費用
法人税等引当支出
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高 

科　　目 元年度決算 ２年度予算

なお、詳細については、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。　http://www.acs-net.jp/~ashihou/index.html

　　　433
7,534,600
1,178,800
10,113,500
918,000

 　　661,654
20,406,987

　　　　0

1,000
7,451,600
  2,775,000
10,261,700
948,000
638,300

22,234,000

  　　　　0

17,942,612
3,605,057
21,547,669
△1,140,682

0
0
0

△1,140,682
10,544,223
9,403,541
　　　　0
9,403,541

20,991,834
3,253,166
24,245,000
△2,011,000

0
0
0

△2,011,000
9,550,000
7,539,000

7,539,000

令和元年度収支決算・２年度収支予算 （単位：円）

収入の部 支出の部

感謝状の贈呈

全法連功労者表彰

県法連功労者表彰

足利法人会功労者表彰

全法連、県法連、足利法人会から次の方々に感謝状が贈呈されました。

副会長　柳田　祐介様
理　事　小幡　久子様

副会長　尾花　正一様

■会員増強功労　会長感謝状受賞者（5名）
理　　事  星野　桂一様
常任理事  冨田　　隆様
理　　事  浅野　尚史様
副  会  長   富田　勘也様
ＭＤ部会副部会長  星野　亮人様

■福利厚生制度推進功労　会長感謝状受賞者（4名）
大同生命保険株式会社 宇都宮支社足利営業所
  松﨑　照美様  岩﨑　美之様
ＡＩＧ損害保険株式会社代理店 足利小山信用金庫 
  理事長　冨田　　隆様
アフラック生命保険株式会社代理店 足利不動産株式会社両毛支社 様

宜しくお願いします

(株)フルハウス
わたらせ川利活用研究会
(株)庭良
Ｈａｉｒ　Ｂｏｏ.ｍ
（有）あざみ住建
ＴＡＪ（株）
(株)ＡＰ ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ
(株)武音
(有)大沼フレーム工業所
(株)サンライフ
中山設備(株)
（同）サトウスタッフ
(株)プラスアルファー
(株)塚越建設工業
(株)サンヴィレッジ
(株)山本一郎商店
(株)山口物流
(有)ヤマダ
シノザキ(株)
（一社）エンジョイライフ
(有)根岸ハイツ
（同）ＴＫＭ
（同）プラスワン
(有)ＢＲＯＳ
（株）浅野ウェルディング
三井住友海上火災保険(株) 足利支社

国産スプリングマットレス製造業
公益事業
造園・外構
美容業
建築業
サービス業
飲食業
コンビニ経営
金属加工業
介護用品販売・レンタル等
給排水衛生工事業
業務請負業
業務請負業
建設業
太陽光設置工事業
金属卸売業
運送業
製造業
フェルト、不織布製造業
福祉サービス業
不動産賃貸業
卸売業
業務請負業
飲食業
製造業
損害保険業

寺岡町４４
若草町６-１０
新宿町１０４１-７
富士見町８６-１
みどり市笠懸町久宮７０-１９
本城２-１８４１
田中町９２０-３
伊勢町３-１２-２３
借宿町１-２２-９
県町１１０６-２
朝倉町７５７-５
大前町２１４-３
大前町７９０-１
朝倉町４６０-２ ＭＨＡビル３Ｆ-Ｂ号
寺岡町３５１
伊勢町１-７-２
利保町１-４６-１１
富士見町１-３
東砂原後町１０６４-５
末広町６６-１８
山下町１４６０
寺岡町３５１
大前町２１４-３
伊勢南町１１-４
南大町４０７-５
伊勢南町１-２ 住友生命足利ビル３Ｆ

嶋田　義宏
鈴木美知夫
今井　良一
昆　　　弥
岩崎　靖司
清水　友行
関田　雄大
山﨑　満也
大沼　庸介
石丸　揚弘
中山　大輔
佐藤　雅一
佐藤　繁勝
塚越　慎也
三村　挑嗣
山本　恵一
山口　　充
谷内　浩子
篠崎　年広
山田千賀子
根岸　利夫
三村　挑嗣
松田　貴洋
茂木　　宏
浅野　智弘
柿本　正樹

新 規 加 入 法 人 業　　種 代  表  者 住　　所

令和2年3月1日～6月30日新規会員のご紹介



足利法人会だより 第154号　6

ＭＤ・女性部会…新部会員募集中…

●合同実施事業  
元年    ８月２７日（火） ＭＤ・女性部会合同研修会・懇親会   32名
   演題：「警察行政について」　講師：細波勝也足利警察署長　
●ＭＤ部会独自事業
３１年  ４月  ５日（金）　 ＭＤ部会会計監査     3名
　　　４月１５日（月）　 ＭＤ部会通常総会   22名
  一般公開講演会・懇親会   40名
  演題：「労務トラブルの事例とその対策セミナー」　講師：社会保険労務士パートナーズメニュー　代表社員　源田　裕久氏
元年 １１月  ７日～８日 全国法人会青年の集い大分大会     4名
 １１月１４日（木） 租税教室講師派遣　大月小学校 （６年生 １８名） 今泉17代部会長
 １１月２１日（木） 租税教室講師派遣　葉鹿小学校 （６年生 ６７名） 長竹理事
 １１月２５日（月）　 租税教室講師派遣　南小学校 （６年生 ８７名） 小林副部会長
 １２月　２日（月） 租税教室講師派遣　矢場川小学校 （６年生 ２３名） 保々監事
 １２月　３日（火） 租税教室講師派遣　けやき小学校 （６年生 71名） 長副部会長
 １２月２３日（月） 租税教室講師派遣　久野小学校 （６年生 １０名） 柳田理事
２年 １月１４日（火） 租税教室講師派遣　北郷小学校 （６年生 9８名） 森田18代部会長
　　　１月１６日（木）　 租税教室講師派遣　名草小学校 （６年生　 9名） 梅原監事
　　　１月２０日（月） 租税教室講師派遣　山前小学校 （６年生118名） 星野副部会長
　　　１月２１日（火） 租税教室講師派遣　御厨小学校 （６年生１５０名） 富田部会長
　　　１月２８日（火） 租税教室講師派遣　青葉小学校 （６年生  44名） 小倉副部会長

●女性部会独自事業
３１年  ４月24日～25日 全国女性フォーラム富山大会（富山産業展示館）    2名
　　　４月26日（金） 女性部会会計監査     3名
元年　 ５月１５日（水） 女性部会通常総会   １2名
  一般公開講演会   １1名
  演題：『消費税の軽減税率制度について』 講師：足利税務署法人課税第１部門統括国税調査官　鈴木　裕一氏
　　　８月２３日（金） 日帰り見学研修会（東京宝塚劇場等）  １9名
　　　１０月２９日（火）　 公益共済セミナー   １2名
  演題：『企業における役員個人に対する損害賠償請求の現状とその他処法』
  講師：弁護士　加藤　美香保氏
２年　　１月   ９日（木）　 新春講演会・新年合同賀詞交歓会   １5名
  演題：「食の歴史と税のよもやま話」　講師：足利税務署　署長　菅谷　祥生氏
　　　１月１４日（火） 租税教室講師派遣　坂西北小学校 （６年生 １７名）  鈴木部会長・岩崎副部会長
　　　１月３０日（木）　 第８回税に関する絵はがきコンクール審査会  １0名
  ６小学校から２１０点の応募があり、会長賞等１５点を顕彰した。

［ＭＤ部会］

720,000

273,000

300,000

70

667,265

1,960,335

756,000

1,568,000

1,300,000

300,000

503

788,497

4,713,000

898,096

148,418

20,324

0

5,000

100,000

0

1,171,838

4,240,000

250,000

22,000

30,000

5,000

100,000

66,000

4,713,000

［女性部会］

198,000

319,700

330,000

24

185,982

1,033,706

192,000

325,000

 330,000

137

179,863

1,027,000

605,214

135,305

7,324

5,000

1,000

100,000

0

853,843

758,000

110,000

8,000

20,000

1,000

100,000

30,000

1,027,000

収入の部
項　　目 元年度

決算
２年度
予算 項　　目 元年度

決算
２年度
予算 項　　目 元年度

決算
２年度
予算 項　　目 元年度

決算
２年度
予算

支出の部 収入の部 支出の部

ＭＤ部会・女性部会の令和元年度の主な事業

まずは色々な事業に参加してみませんか？

会  費

事業収入

補 助 金

雑 収 入

繰 越 金

合 計

事 業 費

会 議 費

事務局費

慶 弔 費

雑  費

周年事業積立金

予 備 費

合  　計

事 業 費

会 議 費

事務局費

慶 弔 費

雑  費

周年事業積立金

予 備 費

合  　計

会  費

事業収入

補 助 金

雑 収 入

繰 越 金

合 計

（単位：円）ＭＤ部会・女性部会の令和元年度収支決算・令和２年度収支予算（単位：円）

創立40周年記念事業
引当金取崩収入
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医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　大
谷
克
弥

■
筆
者
紹
介

　
大
谷
克
弥（
お
お
た
に・か
つ
や
）

　
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。読
売
新

聞
社
出
身
、在
職
中
に
長
期
連
載「
医
療
ル
ネ
サ

ン
ス
」を
創
設
。現
在
は
フ
リ
ー
で
、著
作
、講
演

活
動
な
ど
に
従
事
。

新
陳
代
謝
を
促
し
、便
秘
の
解
消
に
も

大
き
な
役
割
を

　
朝
が
来
て
目
が
覚
め
た
ら
真
っ
先
に
コ
ッ

プ
一
杯
の
水
を
飲
み
な
さ
い
、と
父
や
母
か
ら

し
つ
け
ら
れ
て
育
っ
た
人
は
、か
な
り
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。家
訓
と
言
う
の
は
少

し
オ
ー
バ
ー
に
し
て
も
、古
く
か
ら
多
く
の
家

庭
で
、「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
よ
」と
親
か
ら

子
に
脈
々
と
伝
わ
っ
た「
健
康
に
生
き
て
い
く

た
め
の
慣
行
」だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。自
分

の
健
康
を
守
る
こ
と
が
、た
っ
た
一
杯
の
水
で

済
む
の
で
す
か
ら
、素
晴
ら
し
い
先
人
の
知

恵
だ
と
、つ
く
づ
く
感
心
し
ま
す
。

　
人
間
の
体
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、体
重

の
約
３
分
の
１
は
水
分
が
占
め
て
い
ま
す
が
、

日
常
的
に
は
１
日
に
約
２
リ
ッ
ト
ル
の
水
分

を
飲
み
物
や
食
べ
物
か
ら
体
内
に
取
り
入

れ
、ほ
ぼ
同
量
の
水
分
を
小
水
や
汗
と
し
て

体
外
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
重
要
な

の
は
、夜
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
時
も
水
分
は

皮
膚
か
ら
排
出
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
も
う
お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、朝
の
起
き

抜
け
の
水
は
何
よ
り
も
夜
に
失
っ
た
水
分
の

補
給
で
あ
る
こ
と
で
す
。早
い
話
、水
分
が
不

足
す
る
と
便
は
硬
く
な
り
詰
ま
り
ま
す
か

ら
、効
能
の
第
一
番
に
便
秘
の
解
消
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
子
供
で
も
理
解
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
同
時
に
、朝
の
水
は
腸
の
動
き
を

活
発
に
す
る
働
き
を
し
ま
す
。皆
さ
ん
は「
腸

の
蠕
動（
ぜ
ん
ど
う
）」と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
ね
。食
べ
物
の
カ
ス
は
、腸
が
収

縮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
腸
内
を
通
過

し
、肛
門
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
動
き

は
虫
が
う
ご
め
く
の
と
似
て
い
る
の
で
、そ
う

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
知
っ

て
欲
し
い
の
は
、朝
の
水
は
蠕
動
の
活
発
化

を
促
す
こ
と
で
す
。朝
起
き
て
す
ぐ
、と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
一
日
の
始
ま
り
の
朝
に
飲
む
水
は
、

体
内
の
新
陳
代
謝
も
促
し
、自
律
神
経
を
整

え
ま
す
。新
陳
代
謝
と
は
古
い
も
の
が
新
し

い
も
の
に
交
代
す
る
こ
と
で
す
が
、人
間
で
言

え
ば
細
胞
が
若
返
る
こ
と
で
す
。そ
れ
と
朝

は
精
神
的
に
爽
や
か
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

子
供
の
頃
に
馴
れ
親
し
ん
だ「
朝
だ
朝
だ
よ
」

で
始
ま
る「
朝
だ
元
気
で
」の
歌
は
、一
杯
の

水
の
付
加
に
よ
っ
て
、よ
り
強
固
に
元
気
づ

け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

朝
だ
け
で
な
く
、寝
る
前
に
コ
ッ
プ
一
杯

の
水
を
激
奨
す
る
説
も

　
朝
の
水
は
一
般
庶
民
の
日
常
生
活
の
中
か
ら

生
ま
れ
、伝
承
さ
れ
て
き
た
健
康
の
知
恵
と
言

え
ま
す
が
、「
怖
い
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
是
非
と

も
就
寝
前
に
も
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
む
よ
う

に
」と
、予
防
医
学
の
立
場
か
ら
力
説
し
て
い
る

医
師
が
い
ま
す
。寄
生
虫
の
研
究
者
と
し
て
世

界
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
言
わ
れ
る
免
疫

学
者
の
藤
田
紘
一
郎
・
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉

教
授
で
す
。な
ぜ
寝
る
前
に
も
必
要
か
と
言
う

と
、人
間
は
睡
眠
中
に
大
量
の
汗
を
か
い
て
水

分
を
失
い
、明
け
方
に
致
死
率
の
高
い
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い

か
ら
で
す
。

　
先
生
に
よ
る
と
、人
間
が
就
寝
中
に
失
う
水

分
は
、皮
膚
か
ら
の
汗
の
ほ
か
呼
吸
に
よ
る
水

分
の
放
出
も
加
え
る
と
、一
晩
で
約
５
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
、多
い
時
は
1
リ
ッ
ト
ル
に
も
及
び
ま

す
。こ
れ
だ
け
減
れ
ば
朝
ま
で
に
体
は
カ
ラ
カ

ラ
、血
液
は
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、ド
ロ
ド
ロ
血
が

脳
で
詰
ま
れ
ば
脳
梗
塞
、心
臓
で
詰
ま
れ
ば
心

筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

 
し
か
し
、血
液
の
ド
ロ
ド
ロ
化
が
明
け
方
の
何

時
ご
ろ
起
き
る
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。で
す

か
ら
夜
中
の
い
つ
で
も
い
い
よ
う
に
、就
寝
前
に

予
防
の
水
が
必
要
な
の
で
す
。そ
こ
で
先
生
は

「
寝
る
前
の
一
杯
の
水
は
宝
水
、目
覚
め
の
水
は

生
命
の
源
」と
、極
め
て
分
か
り
や
す
い
フ
レ
ー

ズ
で
、水
分
の
補
給
は
夜
と
朝
に
欠
か
せ
な
い

と
説
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、主
旨
は
理
解
で
き
て
も
夜
中

に
ト
イ
レ
で
起
き
る
の
は
辛
い
か
ら
寝
る
前
の

水
は
勘
弁
し
て
、と
い
う
人
が
多
く
い
ま
す
。そ

れ
に
対
し
先
生
は「
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に

な
っ
て
死
ん
だ
り
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
に
比
べ
る
と
、ト
イ
レ
に
起
き
る
く
ら
い
は

何
で
す
か
」と
反
論
し
ま
す
。「
宝
水
」と
は
生
を

つ
な
ぐ
水
の
こ
と
。生
き
る
か
ト
イ
レ
か
、こ
れ

は
個
々
の
判
断
に
任
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
飲
み
水
と
言
え
ば
昔
は
井
戸
水
で
一
本

化
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
水
道
水
を
別
格

に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、天
然
水
、海
洋
深
層

水
な
ど
市
販
品
も
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た

同
じ
地
下
水
で
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）の

規
定
で
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
含
有

量
の
多
い
も
の
は
硬
水
、少
な
い
も
の
は
軟
水
と

分
け
ら
れ
ま
す
。日
本
の
水
は
ほ
ん
の
一
部
を
除

い
て
、飲
み
や
す
い
と
言
わ
れ
る
軟
水
で
、水
道

水
も
同
じ
で
す
。た
だ
水
道
水
は
カ
ル
キ
臭
い
と

苦
手
な
人
は
、前
日
に
沸
騰
さ
せ
て
白
湯
に
し

て
、常
温
で
飲
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。硬
水
は
少

な
く
、北
欧
産
の
天
然
水
が
そ
う
と
思
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。朝
の
水
は
体
を
引
き
締
め
た
い
か
ら

か
、冬
で
も
冷
水
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。夜
の
水

は
、ア
ル
カ
リ
性
の
軟
水
、常
温
が
先
生
の
お
勧

め
で
す
。
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●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●

新型コロナウイルス感染症に関する国税庁、栃木県税事務所、足利市からのお知らせ

アンケートに
お答えください

足利法人会のホームページをご活用ください

新会員募集のお知らせ

会員の皆様へ！
“広告”を出してみませんか

●国税局、栃木県税事務所からのお知らせについては、同封のチラシをご覧ください。
●足利市からのお知らせ
　①法人市民税の申告・納付期限の延長
　　新型コロナウイルス感染症の影響により、法人がその期限までに法人市民税の申告・納付ができないやむを得な
い理由がある場合は、申請により期限の個別延長が認められます。

　②市税の徴収猶予の「特例制度」
　　新型コロナウイルス感染症の影響により、事業等に係る収入に相当の減少があった方は、１年間、市税の徴収猶
予を受けることができます。担保の提供は不要です。延滞金もかかりません。

　　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、市収税課(TEL:20-2125)へお問い合わせください。

　足利法人会のホームページでは、足利法人会の各種
事業の情報や関係団体等からの情報提供、全法連作成
の「新型コロナウイルス感染症対策リンク集」など、様々
な情報を発信しています。ぜひご活用してください。

法人会は、健全な納税者の団体、良き経営者を
目指す者の団体です。
　① 税に関する各種研修
　② 異業種交流や情報取得
　③ 地域社会への貢献活動

　年間４回発行している「足利法人会だより」に
折込広告を募集いたします。
　皆様が作成した広告（Ａ４かＡ３に限る）を法人会
だよりの封書に同封いたします。
　同封手数料及び郵送料の一部負担としてＡ４で
２万円（税別）の負担金をいただきます。
　詳しくは、法人会事務局へお問い合わせください。

法人会の事業について、皆様のご意見を伺うため、
アンケートを実施いたします。
ぜひ、同封のアンケートにお答えください。

足利法人会では、新会員を募集しています。
会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。

皆様の声が足利法人会を変えます！！！！！

　　　　　　　　　　　　　　　●７月から９月の決算期別法人税・消費税等申告説明会（8月19日）は中止と
　　　　　　　　　　　　　　　　なりました。資料が必要な方は、足利法人会事務局までお越しください。

●毎年１１月に足利税務署主催により実施しております年末調整説明会につきましては、今年度中止となりました。

●９月２７日（日）に予定していましたＭＤ部会創立４０周年記念事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の
　関係で、延期といたします。実施時期につきましては、今後の状況を見極めながら検討してまいります。

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも無料で
５００タイトル以上のインターネットセミナーを受講
いただけます。

足利法人会
インターネットセミナーの

足利法人会ホームページ左下の
インターネットセミナー

のバナーをクリックしてください。

会員専用IDとパスワードは
パスワード：会員ID：0713 2866

中止と延期のお知らせ

ご案内


